
■開館時間：午前9時30分～午後5時15分
■休 館 日：7月12日（月）、19日（月）、26日（月）

8月  2日（月）、10日（火）、16日（月）
■観 覧 料：大人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200円

高校・大学生・・・・・・・・・・・・100円
小・中学生・・・・・・・・・・・・・・・・50円

＊市内在住の65歳以上の方は100円。
＊市内在住で障がい者手帳をお持ちの方と介助の方は無料。
＊市内の小・中学生は「ぐるっとすいた」カードを持参するか、土曜日に来館する場合は無料。

令和３年度（2021年度）夏季特別展

新芦屋古墳出土　杏葉
ぎょうよう

※新型コロナウイルス感染拡大の状況に
よっては、中止等となる場合があります。
詳しくは吹田市立博物館HPをご確認く
ださい。



土･日･祝は
14：00～17：00

クイズラリー開催電子申し込みQRコード

■開館時間：午前9時30分～午後5時15分
■休 館 日：7月12日（月）、19日（月）、26日（月）

8月  2日（月）、10日（火）、16日（月）
■観 覧 料：大人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200円

高校・大学生・・・・・・・・・・・100円
小・中学生・・・・・・・・・・・・・・・50円

＊市内在住の65歳以上の方は100円。＊市内在住で障がい者手帳をお
持ちの方と介助の方は無料。＊市内の小・中学生は「ぐるっとすいた」カ
ードを持参するか、土曜日に来館する場合は無料。

【交通案内】
●JR岸辺駅下車北口から徒歩20分
●JR吹田駅北口・阪急吹田駅から／千里中央ゆきバス4系統「紫金山公園
前」下車徒歩5分、五月が丘南ゆきバス（循環）「五月が丘西」下車徒歩7
分、桃山台駅前ゆきバス「佐井寺北」下車徒歩10分

●阪急南千里駅から／「JR吹田」ゆきバス「佐井寺北」下車徒歩10分。
●北大阪急行千里中央駅・阪急山田駅から／JR吹田ゆきバス4系統「紫金
山公園前」下車徒歩5分、JR吹田ゆきバス12系統「岸部」下車徒歩10分

●お車の場合は、五月が丘方面からお回りください。
（吉志部神社側からは車は進入できません。）

このチラシは10,000部作成し、1部あたりの単価は6円です。
森林認証紙と植物油インキを使用しています。

　新芦屋古墳は吹田市新芦屋上に所在する、7世紀初頭に築造された横穴式木室をもつ方
墳です。この古墳は、昭和53年（1978年）に調査がおこなわれました。墳丘は失われていたも
のの、発掘調査により埋葬主体部が横穴式木室であることや、馬具一式が出土するなど、古
墳の被葬者についてうかがい知ることができる貴重な資料がみつかりました。
　また、横穴式木室という木でつくられた埋葬施設をもつ古墳は、全国でも類例は少なく、
さらに、木室の埋葬施設に石棺を用いるのは新芦屋古墳の例、ただ1つとなります。
　この少し変わった新芦屋古墳には、どのような人物が葬られたのでしょうか。新芦屋古墳
出土資料を中心に北摂に分布する横穴式木室を紹介し、古墳に埋葬された被葬者について
探ってみたいと思います。復元された新芦屋古墳

〒564-0001 吹田市岸部北4丁目10番1号
http://www2.suita.ed.jp/hak　TEL 06-6338-5500　FAX 06-6338-9886

入館制限を実施する場合がありますので、必ず博物館ホームページ又は電話でご確認ください。新型コロナウイルス感染拡大防止のために
展示・イベントが中止になる場合があります。最新情報は博物館ホームページ又は電話でご確認ください。

鉄地金銅張馬具　杏葉組合せ式石棺（横口式）

府指定
文化財初公開！

●申込方法
吹田市役所ホームページの電子申し込みシステム（7月1日（木）より受
付）か、はがき、またはFAXに講座名、参加者全員の氏名、郵便番号、住
所、電話番号を記入のうえ締め切り日までに博物館まで。

講演会　聴講無料　※新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、中止となる場合があります。詳しくは吹田市立博物館HPをご確認ください。
■7月31日（土）　午後2時～3時30分
　「新芦屋古墳の発掘調査について」　藤原 学 氏(元吹田市立博物館　学芸員)
●定員／40名（多数の場合は抽選）　●要申込　●締め切り／7月１３日（火）必着　●会場／吹田市立博物館２F　講座室

オンライン講演会　申込不要／視聴無料
吹田市立博物館ホームページの「バーチャル・ミュージアム」にて会期中に順次公開します
■「新芦屋古墳と古代嶋下郡のミヤケ」　菱田哲郎 氏（京都府立大学文学部 教授）
■「横穴式木室と火葬―上寺山古墳を中心に―」　清水邦彦 氏（茨木市立文化財資料館 学芸員）
オンライン歴史講座　申込不要／視聴無料
吹田市立博物館ホームページの「バーチャル・ミュージアム」にて公開します
■「新芦屋古墳を読み解く」　竹原千佳誉（当館学芸員）

関連イベント
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